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預託標準型業務モデル

4C1: 在庫情報

富士通 Supplier

4A5: 供給回答

4A3: 所要提示

4B2: 受領通知

出荷

3C7: 買掛情報

3B2: 出荷通知

役割 単位(期間) 送信タイミング 対象期間

所要提示 週 毎週第１営業日 18週先まで
供給回答 日/週 毎週第３営業日 （４週まで日単位）以降週単位

検査処理

預託倉庫払出処理

入荷処理

預託倉庫入庫

（3A4Req.&Conf.: 予約注文）

基本的に汎用品のみを考慮しており、預託倉庫内の物品は発注者の資産だが検収手番の都合により入庫前に検査を行っている。
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CSO業務モデル
富士通 Supplier

3A4Req.&Conf.: 注文（週次、リスクが高い物品は事前にO/S発行）

4A3: 所要提示（週次）

CSO倉庫

出荷

出荷

3C７: 検収情報（日次）

4A5: 倉庫補充回答

4C1: 在庫情報/日

3B11: 納入指示

4C1: 在庫情報/日

４B2: 受領通知

3B2: 出荷通知

CSO（Collaborative Stock Operation）とは、富士通の所要提示（注文）に基づき、取引先が自社または第3者倉庫
（取引先が契約）に一定量の在庫を保有し、富士通の納入指示により搬入する仕組みの名称である。
預託標準型モデルが基本的に汎用品のみを考慮しているのに対し、CSOモデルでは汎用品以外にカスタム品の適用
を考慮している。
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